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女子学生の購買行動における意識構造

○熊谷伸子＊　 芳住邦雄＊

（＊共立女子大）

【目的】大衆社会、消費社会、あるいは情報社会などとも呼れ幅広い多様性を 持

ってい るのが現代社会 である。このような現在の社 会環境における女子大学生 の

購買行動を、 被服の非言語コ ミュニケーションとしての役割を背景に据えながら明

らかにす ることを 本研究は目的としてい る。物資の豊富な 脱工業化社 会に育 った女

子大学生の購買行動から被服に対す る流行への関わり合いをうかがい知るこ とに主

眼をおいてい る。

【方法】女子大学生の購買行動の実態を捉えるために、女子大学生42  0 名を対象に質問

紙調査法により調査を行った。調査時期は19  9 6 年７月から９月である。なお、調査に

は購買行動に関する佐々木土師二によって開発されたレック･･スケール1  2 問を 用いた。

質問項目に対して ５段階の選択肢で回答を求めた。解析には因子分析を用いた。

【結果】基本的な購買行動について解析を行ったところ、以下の３つの因子が平 面上に３

つの軸として抽出された。第１軸は、好みを重視するという感情重視と冷静に判断を下す

生活重視という対立軸、第２軸は、慎重に検討するじっくりタイプと雰囲気や気分で流さ

れるタイプという対立軸、第３軸は、しまりや態度と贅沢態度という対立軸である。広告

などのムードに流されつつも多くのものと比較してからではないと購買行動をとらないと

いう現在の女子大学生の姿の一端が明らかになったと言えそうである。

2Qp- 7　　 高齢化の進む過疎地域住民の都市・農村交流の意識と展開に関する世代比較

○吉永美和子　　　 上村芳枝゛　　 岸田典子¨

（広島県立農技ｾﾝﾀｰ, 比゙治山女子短大*  +広島女子大）

【目的】広島県では農業・農山漁村が2  1 世紀に向かって健全な発展をとげるため,農山

漁村活性化運動 「食とふるさと広島2001 」を展開している。高齢化・過疎化の進む

Ｙ村においても 「地域を支える人と土地づくり」「 消費者ニーズに応える生産」「多彩
な交流展開」の３つの柱を掲げ,積極的に取り組んでいる。「多彩な交流展開」について

は以前から交流拠点施設を整備し,推進してきている。そこで,住民の意識調査を実施し，

都市・農村交流の展開方向を考察することを目的とした。
【方法】調査対象は, Y 村在住の16歳以上の住民全員556 人（65 歳以上の高齢者261人30 ～

64歳までの壮年252 人16 歳～29歳までの若者43人）で調査票を用い,高齢者については面
接法,壮年・若者は留置法により行った。調査期間は平成７年8 月7 日～11日である。調

査項目は永住意識・農村文化の伝承・集落自慢・特産品づくり・交流事業等である。
【結果】①高齢者の中で，ひとり暮らし 男8.5%, 女33.5%, 夫婦２人 男iQ.n, 女35. 5% 二

世代以上 男20. 8% 女31. 0%である。②永住意識では高齢者がdd% と高く，若者が40%と高齢
者に比べて低い。③農村文化の伝承では,郷土料理・伝統食，遊び・昔話について高齢者

の約６人に１人が伝えている。④集落自慢はどの年代 も持っている割合が高く,農村らし

い景観が自慢と答えた人が多い。⑤農産物のやりとりは壮年・高齢者とも殆どの人が行っ
ており,挨拶もよくされている。⑥地域特産品づくりは，どの年代とも約４～５人に１人

の割合である。⑦交流拠点施設認識は,概ね好意をもって受け止められている。⑧交流事

業の認知は,高齢者の方が壮年に比べ高いが,参加状況では壮年の方が高くなっている。
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